
社会福祉法人 白鷹福祉会 

共同生活援助事業所白鷹陽光学園 

 グループホーム 陽だまり 

 

令和 7 年度 第 1 回地域連携推進 議事録 

 

1．日 時  令和 7 年 11 月 13 日（木）14：30～15：30 

 

２．会 場  第 1 グループホーム陽だまり 

 

３．出席者： ＧＨ入居者 Ｔさん 

推進委員 苦情解決第三者委員 ３名 

推進委員 町健康福祉課 

管理者  廣居 

サビ管  中川 

看護課  岡本 

庶務課  鈴木 

         ご家族様 欠席 

推進員  欠席（地域） 

進 行：サビ管 中川 

 

４．次第に沿って会議を進行 

 １）グループホーム内見学 

第１・第２グループホームを、ご利用者が同行し一緒に見学しました。 

スタッフが日常の様子を交えながら案内し、施設とはまた違う、家庭のような落ち

着いた雰囲気の中で皆さんが穏やかに過ごしている様子を見ていただきました。 

 ２）開会の挨拶 

 ３）出席者の自己紹介 

 ４）会議の目的についての説明 

   施設概要説明・運営状況報告 

○この会議の趣旨説明 

 地域連携推進会議は、事業所と地域との連携による、 

①利用者と地域との関係づくり 

②地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進 

③サービスの透明性・質の確保 

④利用者の権利擁護 

   背景として、GH は家庭的な環境ですが、閉鎖的な環境になりやすい面があり外



から理解しずらいことがあるため、地域の関係者を含む外部の目を入れた、「地

域連携推進会議」を GH で開催することが義務付けられ、また会議の構成員が

GH を見学する機会を年 1 回程度設けることが求められています。グループホー

ムが地域の方々とより良い関係が築けるよう、そして利用者が自分らしく安心して

暮らすことができるよう活かしていきたいと思います。 

○グループホーム開所について 

 学園パンフレット 3 ページをご覧ください。「法人沿革」をご覧ください 

 平成 20 年にケアホーム用土地を購入 

21 年 10 月ケアホーム（共同生活介護）業務開始（定員 6 名）   

24 年 10 月第 2 棟増設（定員 10 名に） 

26 年 4 月障害者総合支援法の改正により、それまで別々に存在していた

ケアホーム（共同生活介護）とグループホーム（共同生活援助）がグループ

ホームに統一された。の名称に統一なる 

  ○本日は皆さまからご意見を頂戴いたしまして、今後の事業運営に反映していきた

いと思いますのでよろしくお願いいたします 

 ５）会議 

 ６）質疑応答・意見交換 

   ・ご利用者Ｔさんより 

 私も、陽光学園にきて 25 年になるが、マックスバリュで働いたりして、定年退職して

花束をもらいました。また、当時の方とお付き合いがあります。食事に行ったりしてい

ます。せっかく知り合ったのだからと良くしてもらっている。 

魚をさばく仕事をしていた。山形に来る前は「魚がく」で働いていた。24 年くらいいた

が兄が一緒だったからいることができた。 

サビ管から・・・陽光学園からグループホームに移って良かったと思うことはあります

か。 

ご利用者・・みんなと友達に慣れたことがよかった。自分は皆と違うイメージが凄くあ

った。姉からは、できない子に教えてあげなさいと言われていた。 

サビ管から・・・不便なことはありますか。 

ご利用者・ ・・コロナ感染症が流行る前はタクシー券を使って温泉に出かけたり、赤

湯まで電車で行ってバスで日帰りツアーにも行っていたができなくなっ

た。 

  

・小出委員（苦情解決第三者委員）・・・ 

ご利用者さんがマックスバリュで働いていた時にお見掛けした時に真面

目に取り組んでいてとても良い印象を受けました。 陽光学園にきてもい

つもハキハキしており素晴らしいお人柄だと思いました。 

皆さん、散歩されていましたが熊の出没が多くなり自分も含めて散 歩が

出来なくなった。少しでも陽光の人との繋がりがあれば良いと思います。 



・黒田委員（苦情解決第三者委員）・・ 

利用者さんの 1 か月の負担金はどれくらいですか。 

・鈴木・・・ 月 65，000 円位です。（朝・夕の食材費が 2 万円位、グループホームと

生活介護での負担金が 42，000 円位その他で） 

・黒田委員・・障害年金 2 級の受給者は厳しい状況になりますか。 

・鈴木・・・・かなり厳しいですし、目減りしているような現状です。医療費も掛かります。 

・黒田委員・・グループホーム事態、ミニ施設になっていませんか。 

        当初のグループホームは地域生活を前提に、就労し自立して暮らす

ことを目的としていたが、段々と国の考え方が変わってきて障害が重

い人も入居できるようになってきた経緯がある。一方で生活介護の施

設入所とグループホームの違いが具体的にどこにあるのか、分かり

にくくなったと感じている。施設入所も以前よりオープンになり、地域

との関わりが広がってきている。 

  本来であれば、グループホームは地域の中で一住民として暮らし、

可能な範囲で就労したり、社会の中で生活したりすることを目指すも

のではないか。もうちょっと開かれた社会の中でどのような形であって

も、一般社会の中で生活できる環境が望ましいと考える。 

  現状では、施設とグループホームの違いが十分に明確でないと感じ

た。 

・サビ管  ・・・グループホームの方は地域の中で交流する場がある一方で、施設

の方でも交流の場が増えてきたため、以前と比べるとそこの差が分

かりにくくなってきている。 

・岡本・・・   お一人のご利用者ですが介護保険を使ってディサービスを利用し

ています。介護保険は施設入所中では使用できないので地域に

出て介護保険が適用されます。 

・橋本委員・・ 学園の中でグループホームに行きたいという人はいないものです

か？ 

           ・サビ管・・・・ 地域移行の意向確認をしているところですが 1 名はご希望がありま

す。施設も一人部屋があり身の回りのことをやってもらえるので生活

しやすい状況になっており学園がいいという方も多い。 

             

 ・委員（健康福祉課 ）・・・ 

先程、黒田さんからお話がありましたが、障害サービスを利用してい

た方が高齢になった場合、白光園にスムーズに移行できるというお

話がありましたが、制度として、現在白鷹町にはないですが、こちら

のグループホームが介護指定を受ければ介護サービスを利用する

ことが出来ますので今後のことと思いますが、白鷹らしい仕組みの

在り方を一緒に考えていただければありがたく思います。 



                 ニーズはあるかと思いますがせっかく白鷹にいらしたので白鷹で生

活していただきたいと町の方では考えております。 

施設からグループホームへの希望の方もいるだろうということで、意

向の確認というところで苦労していることもあると思います。利用者Ｔ

さんのように自分の考えをきっちり伝えることができる方がいらっしゃ

れば、なかなか難しい人もいると思いますが、慣れた職員が本人の

気持ちを推測して意向の確認を行っていることは本当に感謝して

おります。 

         ご本人の意思決定がますます大事になってくると思いますので、今

後もぜひ続けていただいたうえで、地域連携といったところにも意

見が反映されたら本当にいい白鷹町になると思います。 

        白鷹町として地域の理解がどうすれば 1 歩進むのかなと思ったとこ

ろです。12 月に心のバリアフリーの研修会を町民の皆さん向けにさ

せていただく予定です。ハード面のバリアだけでなく心のバリアもフ

ラットになって皆さんで手を取り合った社会になればというところでさ

せていただいております。 

          ・利用者Ｔさんにお聞きします。納涼祭やマックスバリュなでへ行った

際などで手帳を持っていることの理解を知らない人にどうやってわ

かってもらうと良いか、こんな物があったらいとか、こう思って欲しい

と思ったことはありますか。 

・ご利用者・・・やっぱりどうしても隠そうとしていた最初は知られたくなかった。早い

話しワッペンとかつけたい人とか今は赤いヘルプマークつけている

わかってもらえるようにしている。 

・健康福祉課・・・ヘルプマークの普及に取り組んでおり、見かけたら困っていませ

んかとあいさつのように声を掛けられたら、良い社会になったら良い

と常々思っています。 

        白鷹町はまだまだなのでこれから取り組んでまいります。 

・管理者・・・・・・とても良い話をお聞きしました。自分から言う事ではないし、困った

時に助けてくださいというサインがあればいいですし、気軽に言える

環境があれば良い。   

1、 その他    特になし 

  ・次期開催予定について 

    来年度も開催したいと思っている。次期は未定です。日程調整をしながら進め

ていきます。 

 

2、 閉会のあいさつ 


